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　私は若いころ、と言っても1960～70年代、立地

を求めて世界のあちこちを歩いた。当時どんな（ま

だ開発がさほど進んでいない）地域でも本屋を訪

ねると、工学系では土木建築・鉱山・冶金・金属

系の書は必ず見ることができた。

　考えるまでもなく、人間文明の歴史を振り返る

と、よく言われるように「道具を使うことが人間

たる所以である」とすれば、その道具に如何なる

材料を用いたか、またその進歩が文明の発展をも

たらした。

　そこで歴史上の時代区分も石器－青銅器－鉄器

時代と区分された。一方、それとともに社会生活

上の必要性から農業、治水、宮殿、墓等にかかわ

って、土木建築技術が実用上不可欠の知識とされ

た。

　さて21世紀はどうであろうか？　現代も材料時

代区分では鉄器文明であろうか？　すでに20世紀

後半は高分子材料、そして現在は機能材としてそ

の材料のなんたるかというより使う目的用途で区

分されているのではなかろうか？　大学の材料系

学科でも、例えば冶金－金属－金属系－マテリア

ルと呼称を変えながらその内容も高分子、バイオ

まで広く含むものとなってきている。

　一方、ＪＲＣＭのＭは相変わらずMetalsのよう

である。

　日本の材料技術は、鉄・金属はもとより高分子

でも世界で高く評価されている。21世紀は、これ

をさらに高くしていくことが日本の発展に大いに

寄与することは論をまたないであろう。

　私は大学で一応冶金を学んだが、身をおいたの

は化学企業である。21世紀のあかりプロジェクト

－これは材料で言えばmetalとは言わないにして

も、その技術の出発はmetalsであろう。われわれ

企業の技術系譜でも金属に含めている。このプロ

ジェクトをＪＲＣＭが推進することは、ＪＲＣＭが鉄･

金属から一歩外に踏み出したとも言えよう。私も

このプロジェクトに参加し、昔懐かしい人々と同

席しえた。

　ＪＲＣＭが「庇を貸して母屋をとられる」ことと

なるのか「母屋を改築する」こととなるのか、産･

学に比し対応の速度が速いと言えないだけに気に

かかる。

　昨年来、国家産業技術戦略が論議されているが、

そのなかでも、材料と言えば鉄･金属が大部分を

占め、高分子等、尻尾10分の１程度の位置付けの

ようだ。「鉄は国家なり」は過去のことと私－化

学－周囲では切歯扼腕している。私は個人的には

両方を見る立場で、後者に同調し与するものでな

い。しかし、ＪＲＣＭは前者の声が流れであるだけ

に、敏感に広く考えてみる時期にきているのでは

ないだろうか？
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事業の方針
　平成13年度は21世紀の新たなる活動

の開始の年で、改革の年である。

　国においては中央省庁改革が行わ

れ、技術政策においては、総合科学技

術会議を頂点として新しい科学技術基

本計画のもとに、経済産業省、文部科

学省等を中心に重点化が図られようと

している。また、国立研究機関は、独

立行政法人として機動的な活動を図る

べく改編が行われる。

　JRCM と特に関係が深い経済産業省

の産業技術政策については、施策の大

括り化が図られ、明確な政策意図のも

とに各技術開発プロジェクトを効率的

に実施するとの観点から、プログラム

制度の採用等、技術開発制度の改善が

図られている。

　このようにJRCM を巡る環境は大き

く変化しているが、技術開発による新

しい価値の創造及びその実用化等によ

る産業の発展、高度化の意義は、技術、

産業の国際競争が激化する現在、ます

ます高まっている。このため、JRCM

は金属技術にかかわる産学官の連携中

核機関として、金属関係者にとって役

に立つセンター、頼りになるセンター

を目指して事業展開を図る。

１．企画機能の充実

　技術政策の変化するなかにあって、

重要な技術開発課題の発掘、選定、総

合及び関係者間の協力体制構築等、企

画機能の強化がテーマ策定のために要

求される。

　また、国においては、材料技術戦略に

かかわる調査、提言等について、金属

全般に関して幅広い知見を有する JR

ンターとしての役割を果たすことが期

待されている。このため、産業界とと

もに、金属に関連する学協会との連携

を強化し、金属全般の技術交流の中心

機関としての役割を強化する。

事業計画(概要)

CMに対する期待が高まっている。

　こうした環境変化に対応して、金属

関連の研究開発活動を増進するために

は、関係者の知見を総合して、効果的

に企画調査活動を実施することが求め

られている。こうした活動を限られた

財源のなかで効率的に展開するため、

｢総務部｣を｢総務企画部｣に改編し企

画機能の充実を図る。

２．効率的な業務展開

　JRCMの業務展開については、かね

てより努めてきたところであり、適切

な人員配置や事務所の移転等必要な対

応を行っているところである。13年度

においても業務推進の見直しを進め、

プロジェクト実施部門と管理部門との

連携強化、業務のマニュアル化、情報

化等に努め、一層効率的な業務展開を

図る。

３．会員サービスの強化

　JRCM の運営は、基金果実のみなら

ず、賛助会員からの会費により賄われて

いる。相互協力の精神から賛助会員に

対して、従来からの『ＪＲＣＭ　ＮＥＷＳ』

やホームページを通じた情報提供に加

え、各種公的施策ガイドの発行や会員

ニーズに基づく四次元サロン等、会員

サービスの強化に努める。

　また、賛助会員には、気軽に相談で

きるセンターとして活用していただく

ことをお願いする。

４．金属関係者のセンターとし

ての役割強化

　JRCM は、賛助会員のみならず、広

く金属関係者や産学官の交流の中心と

して、金属に関する研究開発促進のセ

　平成13年度も継続して実施する予定

の研究開発について、開発目標、13年

度計画等を表－１(4～5頁)に示す。

また、下記の候補案件に、関係企業や

大学等と連携して提案を行う。

・ナノメタルプロジェクト

・製鉄プロセス顕熱利用高効率水素製

造技術開発

(1)活動方針
　産官学の連携を組織し、金属系材料

に関する、

①製造、利用技術に関するニーズ・シ

　ーズのマッチング等の調査研究の推

　進と、それを基にした研究開発テー

　マの提案

②金属系材料の知的基盤の構築に向け

　た仕組みの提案

③今後の材料の研究・開発戦略の提案

　を目指す。

(2)活動内容
　継続候補テーマについて、目標、平

成13年度の計画等を表－2　(6頁)に

示す。

　現在、JRCMには、材料技術動向に

関する情報収集能力、及び基盤技術か

ら実用化まで視野に入れた総合的提案

力の強化が望まれている。これにより、

1． 研 究 開 発

2． 調 査 研 究
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研究開発の実現能力を拡充させると同

時に、賛助会員への情報発信能力の向

上を図る。また、会員からの要望もふ

まえて、機動的に新規調査研究テーマ

を設定する。

　本目的を達成するため、｢総務部｣を

｢総務企画部｣に改組し、自主調査活動

を活性化する。国内外における材料基

盤技術及び材料ユーザー産業動向の調

査等を行う。

(3)調査研究の成果の展開等
　平成12年度に調査研究を行った下記

については、次のような活動を行う。

①表面構造制御部会

　｢革新的潤滑制御材料の開発」として、

平成13年度以降の省エネルギー、CO２

削減等のプロジェクト案件に対し提案

準備中であり、採択に向けて活動する。

②材料分野の知的基盤整備状況調査

　本部会にて得られたデータベース調

査結果一覧をJRCM ホームページ等に

掲載し、関係者による活用を促す。ま

た、JRCM における今後の事業活動の

なかで、知的基盤を構築する支援ツー

ルとして活用していく。　

  本年度より企画機能をより強化する

ため、｢ 総務部｣ を改組し｢ 総務企画

部｣とし、このもとに企画グループを

設置して下記の活動等に取り組む。

○金属系材料関連団体、公共研究機関

　及び会員会社から入手できる機関紙、

　ニュ－スや情報等を展示し閲覧に供

　する。また、必要に応じてこれらを

　会員に配布する。

○金属系材料分野に関する公的施策や

　公募テーマ等、会員企業等が活用で

　きる情報を収集し、提供する。

○四次元サロンで講演された金属系材

　料の製造及び利用に関するトピック

　スや、材料に関する注目すべき情報

　等を会員や関係者に提供する。

○J R C M ホームページを活用して、

行うために、英文広報誌は休刊とし、

代わりに英文版ＪＲＣＭホームページを

作成して立ち上げる。ＪＲＣＭの活動を

迅速に海外にアピールする重要な情報

発信の手段とする。

　平成13年度も引き続き、積極的に官

公庁、国公立研究機関、大学、学協会

及び内外の研究開発実施機関等との交

流を深め、情報交換、共同研究等を推

進し連携と協調を行う。

　JRCMの目的達成のために、賛助会

員をはじめ関係者の関心を呼ぶテーマ

につき情報交換を行うべく、自由に意

見交換を行える場を設定していく。

　また、材料分野の産業技術戦略の策

定等、国の施策提言に協力すべく必要

な活動を行う。

　材料物性値、公的施策活用データ、

　開発･調査研究報告書や『ＪＲＣＭ

　ＮＥＷＳ』等、知的基盤データをでき

　るものから準備し、順次提供する。

  JRCMが実施した研究開発等の成果

や調査収集した情報等について、広報

委員会を中心に次の活動等を実施する。

○JRCMの活動状況を幅広く紹介する

　和文広報誌『ＪＲＣＭ ＮＥＷＳ』を毎

　月発行する。

○JRCM ホームページは、内容の更新

　を図るとともに、材料物性値等のデ

　ータベースの提供を開始する。

○関係技術情報の交流と研究成果の普

　及を目的に、JRCM が主催する｢研

　究成果報告会｣を開催する。

　限られた財源で効率的な国際交流を

3． 情報の収集・提供

4． 啓蒙・普及

5． 国 際 交 流

6． 連携・協調

7 ．そ 　 の 　 他

注記：特別会計は、旧新製鋼プロセスフォーラムの会計である。この研究開発事業は平成
　　　11 年度で終了した。平成 12 年度以降は工業所有権等の維持管理及び使用に向けての
　　　活動を行う。
　　　特別会計の前期繰越収支差額は、見込額である。

合    計

176,411
2,441,081
2,617,492
364,695
2,982,187

136,779
39,632
24,000

2,441,081
2,641,492
-24,000
340,695

一般会計

176,411
2,441,081
2,617,492
292,415
2,909,907

136,779
39,632

0
2,441,081
2,617,492

0
292,415

特別会計

0
0
0

72,280
72,280

0
0

24,000
0

24,000
-24,000
48,280

区   分
＜収入の部＞
基本財産運用収入等
事 業 収 入

当 期 収 入 合 計 （ Ａ ）
前 期 繰 越 収 支 差 額
収 入 合 計 （ Ｂ ）

＜支出の部＞
管 理 費
自 主 事 業 費
特 許 登 録 費 等
事 業 支 出

当 期 支 出 合 計 （ Ｃ ）
当期収支差額 （Ａ－Ｃ）
次期繰越収支差額( Ｂ - Ｃ)

収支予算書収支予算書収支予算書収支予算書収支予算書(((((総括総括総括総括総括)))))
（平成13年4月1日～平成14年3月31日）

（単位：千円）
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　課　題　名　　開　発　目　標　　平成12年度予算　　平成12年度の進捗　  平成13年度予算     平成13年度の計画

スーパーメタルの
技術開発
（鉄系）

産業汚泥に含まれ
る有価金属資源化
技術の開発
(金属スラジ資源
化)

省エネルギー型金
属ダスト回生技術
の開発
(高温電気炉排ガ
スの直接処理によ
る鉄・亜鉛直接分
離回収技術の開発)

均一な複相組織化に
よって、結晶粒径が
１μm程度以下で、か
つ形状的に１㎜以上
の厚さをもつ微細組
織鋼の創製技術を確
立する。
　(～平成14 年3月)

金属加工時に副生す
るスラジから、有価
金属資源をエネルギ
ー効率よく回収する
下記技術の開発。
・ハイブリッド粗分
　離技術
・オンサイト型小・
　中溶融還元技術
・集中処理型大規模
　溶融還元技術
　(～平成14 年3月)

高温電気炉排ガスを
排出直後に炭材フィ
ルターと重金属コン
デンサーを通過させ、
鉄と亜鉛を直接的に
分離回収するプロセ
ス技術の開発
　(～平成15 年3月)

360 百万円
(平成 11 年度
　補正含む)
　[NEDO]

440 千円
[RITE]
50％補助

429 百万円

[NEDO]

(1)プロジェクト当初の目標
　をほぼ達成。
・高速大圧下圧延装置を用
　い、5 ㎜の板厚内均一に
　１μmの結晶粒微細化を
　達成し、強度２倍で、一
　様伸び15％を実現。
・工業化を目指した多パス
　圧延、冷却速度条件の緩
　和等プロセスウインドウ
　の拡大を推進。
・1μm の結晶粒径の鋼板
　試料にて、耐食性、疲労
　特性等鋼材特性の工業的
　評価を推進。
・Ti含有鋼の磁場中加工熱
　処理で1.6μmの微細結晶
　粒鋼の創製に成功。
・プロジェクトとして中間
　モニタリング評価を受け、
　高い評価を得た。　

(1)ハイブリッド粗分離では、
　電気透析法、イオン交換
　樹脂法の比較検討ならび
　に、実廃水を用いてのフ
　ッ素分離の実証試験を行
　い、開発プロセスの実証・
　確認を行うとともに大規
　模溶融試験用のスラジを
　作製。
(2)小・中規模溶融還元では、
　有価金属の最適回収条件
　の探索、設備の妥当性の
　評価実施。
(3)大規模溶融還元では、溶
　融還元条件設定の考え方
　の妥当性評価、連続操業
　におけるフッ素挙動の把
　握、大規模実験での炉内
　圧制御性の評価を実施。

(1)金属亜鉛回収のための条
　件を明らかにし、重金属
　コンデンサー装置仕様を
　決定した。
(2)炭材フィルターによる鉄
　分分離が可能であること
　を確認した。
(3)ベンチ規模試験装置及び
　小型パイロット試験装置
　の設計、製作を行い、小
　型パイロット試験装置を
　用いた年度内の操業試験
　が可能となった。
(4)製鋼用電気炉への適用す
　る場合の実機設備規模の
　予備調査を行い、1 基当
　たりの設備規模はダスト
　処理換算5千～1万ton/
　年と見積もられた。

294 百万円
[NEDO]

1,195 千円
[RITE]
50％補助

429 百万円

[NEDO]

(1)プロジェクトの最終年度
  であり、下記研究を中心
  に取り組む。
　・板厚拡大　～10 ㎜
　・鋼の諸特性把握と高機能
　　化機構の研究
　・超微細粒鋼製造プロセス
　　の提案
　・超微細粒鋼の材質予測・
　　材料設計モデルの構築と
　　製造条件の最適化法の提
　　案
(2)微細粒鋼を最も有効に活
　　用できる製品分野の調査
　　を行う。
(3)5 年間の成果の総まとめ
　　と残された課題の整理を
　　行う。

プロジェクトの最終年度で
あり、各プロセスごとに下
記確認試験を実施するとと
もに、各適正プロセスの提
案、概念設計、経済性評価
を実施。
(1)ハイブリッド粗分離:酸
　濃縮等の単位操作適正化
　確認試験。
(2)小・中規模溶融還元:高
　品位金属亜鉛の回収条件
　等の適正化確認試験。
(3)大規模溶融還元:スラジ
　溶融還元適正化のための
　操業条件等の確認試験。

(1)小型パイロット試験操業
　を重点的に実施し、プロ
　セスの成立を確証する。
(2)小型パイロット試験の結
　果から実用化のFS を行
　う。また、実機化に向け
　たパイロット試験への設
　備のスケールアップにつ
　いて検討する。
(3)製鋼用電気炉設備への本
　プロセスの実用化設置に
　向けての設備規模、設置
　基数の予測を行うための
　調査を実施する。また、
　実用規模での省エネルギ
　ー量（CO2削減量）、亜鉛
　資源回収量とコスト試算
　等のFSを行う。

表－1　金属系材料の製造及び利用に関する研究開発
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　課　題　名　　開　発　目　標　　平成12年度予算　　平成12年度の進捗　  平成13年度予算     平成13年度の計画

低温材料の開発
(WE-NET
第Ⅱ期研究開発)

スーパーメタルの
技術開発
（アルミニウム系）

非鉄金属系素材リ
サイクル促進技術
に関する研究開発
(アルミニウム高度
リサイクル技術の
研究開発)

高効率電光変換化
合物半導体開発
(21 世紀のあかり
計画）

液体水素雰囲気下で
の材料特性試験を行
い、液体水素貯蔵・
輸送用容器に供する
最適な金属材料、溶
接材料及び溶接法を
提示する。また、材
料特性デ－タベース
を構築する。

　(～平成16年3 月)

3 μｍ程度以下の極
微細結晶粒径を有し、
工業的特性（強度、耐
食性）が既存同種材
料の1.5 倍以上かつ
板幅が約200mm 以上
のアルミ系大型素材
の創製技術の確立。
　(～平成14年3 月)

スクラップ中のSiを
分別結晶法で歩留70
％で除去率≧50%、
Zn を真空蒸留法で≦
0.1% にする精製技
術、ろ過後の介在物
を≦100ppm にする溶
湯清浄化技術、及び
ドロス残灰を道路骨
材等に活用する技術
開発。
　(～平成15年3 月)

LED を利用した新し
い種類の照明装置の
開発
　(～平成15年3 月)

70 百万円
[NEDO]

211 百万円
(平成 11 年
度補正含
む)
[NEDO]

363 百万円
[NEDO]

1,699
百万円

[NEDO]

(1)ステンレス鋼・アルミニ
 ウム合金の候補材につき、
 母材及び溶接部の特性評
 価を実施。液体水素下で
 は、母材については十分
 な特性を有するが、溶接
 部の靱性改善が課題。
(2)各種従来溶接法及び新規
 溶接法評価を実施。減圧
 電子ビーム溶接法等で低
 温靱性向上を確認。
(3)脆化機構解明及びデータ
 ベース拡充も実施。

(1)①溶湯圧延法(第2相粒
子分散）、②温間加工法
(サブグレーン制御）、③

　異周速圧延法(歪み蓄積）
　の要素プロセスにより、
既存アルミ合金において

　結晶粒径≦3μm、強度≧
1.5 倍、耐食性≧７倍の特
性を獲得。

(2)プロジェクトとして中間
　モニタリング評価を
受け、高い評価を得た。

精製技術、溶湯清浄化技術
及びドロス残灰利用技術の
4 テーマについて各々実証
試験を実施。
トータルシステム研究にお
いては、２精製・１清浄化
工程一貫化のための試験設
備のドッキングを完了。
当年が計画最終年度の環境
対策研究では、実規模測定
を行い、要素技術の実証を
実施。

プロジェクトの３年目にあ
って、下記の項目の研究開
発を進め、青色・紫外LED
の高効率化の要素研究を進
めた。
・紫外LED の開発の本格化
・バルク単結晶の成長
・「21 世紀夢の技術展」への
　参加
加えて、前年度導入設備の
本格的な稼働を開始した。

95百万円
[NEDO]

128 百万円
[NEDO]

185 百万円
[NEDO]

1,309
百万円

[NEDO]

(1)材料及び新規溶接法を含
 めた溶接部の評価試験を
 継続実施し、特性データ
 を追加拡充する。
(2)水素雰囲気下での脆化挙
 動解明研究を行う。
(3)液体水素分散利用を視野
 に入れた、中・小規模容
 器用薄肉材の特性評価に
 着手する。
(4)得られた材料特性はデ－
 タベース化し、その活用・
 普及を図る。

経済性等を含む実用性を検
討し、目標達成により有効
な要素プロセス技術をさら
に絞り込む。これらの要素
プロセスを組み合わせた一
貫製造プロセスを開発し、
このプロセスで製造された
材料の特性を確認する。

スクラップの精製２工程と
溶湯清浄化１工程を一貫化
したトータルシステム技術
の本格研究、及びドロス残
灰の透水性道路骨材への利
用技術の研究を実施。これ
らの早期実用化を目指し、
迅速かつ効率的な研究開発
を鋭意実施。

4 年目を迎え、最終年度末
における目標達成を目指し
つつ、GaN バルク単結晶基
板を使って業界トップレベ
ルの紫外LED を実現させ
る。具体的には、前年度に
引き続き、青色・紫外LED
の高効率化及び新しい概念
による照明装置の開発にあ
たる。　
加えて、基板試作用MOCVD
及びRBS 用水素分析装置等
を導入することにより、研
究開発の前進を図る。

表－ 1　(続き)

*NEDO：新エネルギー・産業技術総合開発機構、RITE：(財)地球環境産業技術研究機構



66666

　課　題　名　　開　発　目　標　　平成12年度予算　　平成12年度の進捗　  平成13年度予算     平成13年度の計画

耐久性材料の安全・
安心を実用化する
ための技術革新に
関する調査研究

機械装置類を構成す
る材料の評価技術を
安全・安心の観点か
ら標準化するための
概念設計に資する提
言を行う。

「金属材料の寿命診断技術
等に関する調査研究」にお
いて、実プロセスにおける
in situ寿命診断技術開発の
現状と技術課題を調査した。
・産業界における実機ニー
　ズ調査
・材料研究界における研究　
　シーズ調査
を行い、それぞれの調査結
果を取りまとめた。
個々の対象分野について適
用可能な計測手法を抽出す
ると同時に、現状の技術課
題を整理し、材料の高精度
余寿命診断技術の開発に対
する提言を行った。

4,998 千円
（予定）
[日機連]

高精度余寿命診断システム
構築に向けた概念設計を行
うべく、JRCM 内に「安全・
安心材料技術委員会」を組
織し、材料の安全・安心に
対する判断基準の標準化に
資する調査研究を行う。具
体的には、以下の活動を計
画している。
・ 委員会での文献調査、有
識者による講演等による
調査研究

・ 機械装置類のなかでも公
共性の高いものを中心と
した現地調査

・　材料の破壊挙動や評価技
術に関する最先端の学術
調査

表－2　金属系材料の製造及び利用に関する調査研究

*日機連：(社)日本機械工業連合会

1,434 千円
[日機連]
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(1)軽水炉用インスペクションフリー設備に
関する材料の研究開発

(2)溶融炭酸塩型燃料電池用材料の研究開発

(3)高効率廃棄物発電用耐腐食性スーパーヒ
ーター用材料の研究開発

(4)環境調和型金属系素材回生利用基盤技術
の研究開発(新製鋼プロセスフォーラム)

(5)非鉄金属系素材リサイクル促進技術の研
究開発

(6)低温材料技術の研究開発(ＷＥ- ＮＥＴ)

(7)腐食環境下実フィールド実証化技術の研
究開発

(8)電磁気力による「エネルギー使用合理化金
属製造プロセス」の研究開発

(9)メゾスコピック組織制御材料創製技術(ス
ーパーメタル)の研究開発

(10)産業汚泥に含まれる有価金属資源化技術
の開発

(11)高効率電光変換化合物半導体の開発
(21 世紀のあかり開発)

(12)省エネルギー型金属ダスト回生技術の開発

(13)高速超塑性の調査研究　(先導研究)

(1)高比強度アルミニウム合金の調査研究

(2)放射光の活用に関する調査研究

(3)環境調和性を有する放射線照射下使用材
料に関する調査研究

(4)21世紀の超軽量合金の高速超塑性加工技
術の調査研究

(5)ﾄｰﾀﾙｴﾈﾙｷﾞｰ＆ﾏﾃﾘｱﾙｺﾝﾄ

　　ﾛｰﾙに関する調査研究(ＴＥＭＣＯＳ)

･金属系素材産業ポテンシャル活用モデ

　　ルリサイクル構築･評価

(6)利用段階における省ｴﾈﾙｷﾞｰ型金属製

　　品開発

(7)鉄鋼技術の国際比較に関わる調査研究

(8)産業技術戦略策定(半導体、Siｳｪﾊ)調査

(9)金属材料における長寿命化等限界性能に
関する調査研究

(10)長期エネルギー技術戦略等に関する調査
｢産業技術戦略策定基盤調査(分野別技術

戦略＜材料技術分野＞)｣

(11)材料分野の知的基盤整備状況調査

(12)金属材料の寿命診断技術等に関する調査

　　研究

(13)表面構造制御調査

（（（（（参参参参参考考考考考）））））                    ＪＲＣＭ最近の研究開発及び調査研究事業ＪＲＣＭ最近の研究開発及び調査研究事業ＪＲＣＭ最近の研究開発及び調査研究事業ＪＲＣＭ最近の研究開発及び調査研究事業ＪＲＣＭ最近の研究開発及び調査研究事業                    　　　　　注) 受託事業　  　　          自主事業　　　　   　   　

<<<<< 石油公団石油公団石油公団石油公団石油公団 >>>>>

事 業 名   H2  H3   H4  H5   H6  H7  H8   H9  H10 H11 H12  H13  H14  H15

<ANERI><ANERI><ANERI><ANERI><ANERI>

<MCFC><MCFC><MCFC><MCFC><MCFC>

<NEDO><NEDO><NEDO><NEDO><NEDO>

<NEDO><NEDO><NEDO><NEDO><NEDO>

<NEDO><NEDO><NEDO><NEDO><NEDO>

<NEDO><NEDO><NEDO><NEDO><NEDO>

<NEDO><NEDO><NEDO><NEDO><NEDO>

((((( 先導研究先導研究先導研究先導研究先導研究))))) ((((( 本研究本研究本研究本研究本研究)))))

<RITE><RITE><RITE><RITE><RITE>

<NEDO><NEDO><NEDO><NEDO><NEDO>

<NEDO><NEDO><NEDO><NEDO><NEDO>

<NEDO><NEDO><NEDO><NEDO><NEDO>

<<<<< 日機連日機連日機連日機連日機連 >>>>>

< N E D O >< N E D O >< N E D O >< N E D O >< N E D O >

<NEDO><NEDO><NEDO><NEDO><NEDO>

<NEDO><NEDO><NEDO><NEDO><NEDO>

ＡＮＥＲＩＡＮＥＲＩＡＮＥＲＩＡＮＥＲＩＡＮＥＲＩ((((( 技術研究組合技術研究組合技術研究組合技術研究組合技術研究組合     原子力用次世代機器開発研究所原子力用次世代機器開発研究所原子力用次世代機器開発研究所原子力用次世代機器開発研究所原子力用次世代機器開発研究所)     )     )     )     )     ＭＣＦＣＭＣＦＣＭＣＦＣＭＣＦＣＭＣＦＣ((((( 溶融炭酸塩型燃料電池発電システム技術研究組合溶融炭酸塩型燃料電池発電システム技術研究組合溶融炭酸塩型燃料電池発電システム技術研究組合溶融炭酸塩型燃料電池発電システム技術研究組合溶融炭酸塩型燃料電池発電システム技術研究組合)))))
ＮＥＤＯＮＥＤＯＮＥＤＯＮＥＤＯＮＥＤＯ(((((新エネルギー新エネルギー新エネルギー新エネルギー新エネルギー・・・・・産業技術総合開発機構産業技術総合開発機構産業技術総合開発機構産業技術総合開発機構産業技術総合開発機構)             )             )             )             )             ＷＥＷＥＷＥＷＥＷＥ ----- ＮＥＴＮＥＴＮＥＴＮＥＴＮＥＴ(World Energy Network:(World Energy Network:(World Energy Network:(World Energy Network:(World Energy Network:水素利用国際水素利用国際水素利用国際水素利用国際水素利用国際ｸﾘｰﾝｴﾈﾙｷﾞｰｼｽﾃﾑｸﾘｰﾝｴﾈﾙｷﾞｰｼｽﾃﾑｸﾘｰﾝｴﾈﾙｷﾞｰｼｽﾃﾑｸﾘｰﾝｴﾈﾙｷﾞｰｼｽﾃﾑｸﾘｰﾝｴﾈﾙｷﾞｰｼｽﾃﾑ技術の研究開発技術の研究開発技術の研究開発技術の研究開発技術の研究開発)))))
ＲＩＴＥＲＩＴＥＲＩＴＥＲＩＴＥＲＩＴＥ((((((((((財財財財財)))))地球環境産業技術研究機構地球環境産業技術研究機構地球環境産業技術研究機構地球環境産業技術研究機構地球環境産業技術研究機構)                    )                    )                    )                    )                         日機連日機連日機連日機連日機連（（（（（(((((社社社社社)))))日本機械工業連合会）日本機械工業連合会）日本機械工業連合会）日本機械工業連合会）日本機械工業連合会）

研

究

開

発

調

査

研

究

<<<<< 経済産業省経済産業省経済産業省経済産業省経済産業省 >>>>>

<NEDO><NEDO><NEDO><NEDO><NEDO>

<<<<< 日機連日機連日機連日機連日機連 >>>>>

<NEDO><NEDO><NEDO><NEDO><NEDO>

・・・・・・・・・・

<<<<< 経済産業省経済産業省経済産業省経済産業省経済産業省 >>>>>

<<<<< 日機連日機連日機連日機連日機連 >>>>>

四 次 元 サ ロ ン
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の新しいパンフレットがの新しいパンフレットがの新しいパンフレットがの新しいパンフレットがの新しいパンフレットが
できましたできましたできましたできましたできました
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内容に関するご意見、ご質問はJRCM 総務課までお寄せください。
本誌は地球環境保全を考慮し再生紙を使用しています。
本書の内容を無断で複写複製転載することを禁じます。

          ＩＮＦＯＲＭＡＴＩＯＮＩＮＦＯＲＭＡＴＩＯＮＩＮＦＯＲＭＡＴＩＯＮＩＮＦＯＲＭＡＴＩＯＮＩＮＦＯＲＭＡＴＩＯＮ

　 昨年11月の事務所移転を契機に、平
成３年に制作し、平成８年に一部改訂
したＪＲＣＭパンフレットの全面改訂作
業を進めてきました。
　このほど完成した新しいパンフレッ
トは、現在から今後のＪＲＣＭの活動を
わかりやすく紹介しています。ご希望の
方は、総務企画部（TEL03-3592-1282）
までご連絡ください。

組織の変更「企画機能の強化に向けて」

　中央省庁の改革が行われ、経済産業
省は施策立案機能の一層の強化を図り
つつあり、材料横断的な産業技術戦略
の策定や新たな研究開発制度によるプ
ログラムの提案が行われています。
　このようななか、材料技術動向に関
する情報収集能力、及び基盤技術から
実用化まで視野にいれた総合的提案力
の強化が望まれ、ＪＲＣＭは従来のプ
ロジェクト遂行機能に加え、企画・情
報サービス機能を充実させる必要があ
ります。このため、平成13年4月より
｢総務部｣を改組し｢総務企画部｣とし、
この下に｢企画グループ｣を設置しま
した。
　また、｢アルミニウムリサイクル技術
推進部｣は、現在の実態に合わせて、
名称を｢アルミニウム技術部｣ と変更
しました。

　　「企画グループ」の主な業務内容
　　　　　①中長期のテーマの枠組み、プログラム案等の作成
　　　　　②研究開発のための基盤(データベース、産学官連携等)の整備

　　　　　③各種ニーズ・シーズ調査
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